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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年８月12日に提出いたしました第184期第２四半期(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の

訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部【企業情報】　

第２【事業の状況】　

２【事業等のリスク】　

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】
２ 【事業等のリスク】

　

　（訂正前）

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

当社グループは、営業損失及び営業活動によるキャッシュ・フローの減少を計上しておりますが、経営体

質の再構築を目的とした徹底した合理化計画及び選択と集中により成長分野には徹底的に注力する施策を

推し進めているところであります。

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化による資金需要に耐え得る流動性の高い資産を有して

おります。

　

　（訂正後）

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

当社グループは、当第２四半期連結会計期間において営業損失及び営業活動によるキャッシュ・フロー

の減少を計上しております。

これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しておりますが、経

営体質の再構築を目的とした徹底した合理化計画及び選択と集中により成長分野には徹底的に注力する施

策を推し進めているところでありますが、その効果が徐々に現れてきているところであります。今後、更な

る改善施策に取り組み、早期に赤字体質からの脱却を図る所存であります。

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化による資金需要に耐え得る流動性の高い資産を有して

おります。
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